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盲導犬ガハーネス(胴輪)を付けているとき は仕事中です。呼んだり、なでたりしないでね。

水緑文化 歩行の自由を支えて

盲導犬クリナム号

朝
の
稔
台
駅
。
千
葉
県
文
書
館
に
勤

め
る
松
井
進
さ
ん
(
稔
台
在
住
)
は
職

場
へ
と
向
か
い
ま
す
。
傍
ら
に
は
、
財

団
法
人
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
で
訓
練
さ
れ

た
盲
導
犬
ク
リ
ナ
ム
号
が
寄
り
添
っ
て

い
ま
す
。

松
井
さ
ん
の
目
の
代
わ
り
を
務
め
る

ク
リ
ナ
ム
号
は
、
鉄
道
や
バ
ス
、
デ
パ

ー
ト
や
レ
ス
ヒ
フ
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

場
所
に
同
行
し
て
、
交
差
点
や
階
段
な

ど
の
危
険
な
場
所
、
ド
ア
の
取
っ
手
や

公
衆
電
話
さ
え
も
知
ら
せ
ま
す
。

入

の
出
入
り
の
激
し
い
場
所
で
も
一

緒
に
行
動
す
る
た
め
、
た
と
え
足
を
踏

ま
れ
て
も
、
吠
え
た
り
、
人
に
危
害
を

加
え
た
り
す
る
こ
と
が
絶
対
こ
な
い
よ

う
に
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
と
し
て
、
盲
導
犬
の
役

割
を
知
ら
な
い
人
達
に
、
奇
異
の
目
で

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

松
井
さ
ん
は
「
自
杖
で
歩
い
て
い
た

こ
ろ
よ
り
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
て
、

ち
よ
っ
と
寄
り
道
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
に
も
な
り
ま
す
」
と
、
盲
導
犬
を

得
た
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
範
囲
が
広
が

っ
た
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

目
に
障
害
を
持
つ
人
が
、
社
会
の
中

で
視
野
の
広
い
積
極
的
な
生
き
方
を
す

る
た
め
に
必
要
な
盲
導
犬
を
、
私
た
ち

は
特
別
視
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
活
動

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
ね
。

松井さ んと盲 導犬クリ ナム 号

市役所の土曜閉庁 市役所は、一部の施設を除き、毎週土曜日閉庁します。市立病院外来も、毎週土曜日は休みます。



きめ細かな保健サービスを提供します
4

/

1

中央保健センターがオープン

各
種
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
「
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
」
が
、
4
月
1
日
附
竹
ヶ
花

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

平
成
元
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
、
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
も
の

で
、
乳
幼
児
・
成
人

・
お
年
寄
り
の
、
す
べ
て

の
年
齢
の
方
に
応
じ
た
幅
広
い
、
効
率
的
な
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

幅
広

い
'

保
健
活

動

の
拠
点

に

中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
、

保
健
衛
生
課
予
防
接
種
な
ど

を
担
当
〕
、
健
康
管
理
課
〔
各
種

検

診
、
保

健
活

動
な

ど

を

担

当
〕
、
お
せ
わ
課
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

1
部
門
(
松
戸
・
明
地
区
担
当
ヘ

ル
パ
ー
）
が
入
り
ま
す
。
各
部

門
が
連
携
し
、
効
率
的
な
保
健

サ

ー

ビ
ス

が
可

能
に
な

り

ま

す
。セ

ン
タ

ー
は
、
次
の
よ
う
な

特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。

①
幅
広
い

保
健
活
動
を
実
施

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
の
健

康
相
談
・
講
座
や
、
健
康
診
断
、

各
種
検
診
、
病
気
を
未
然
に
防

ぐ
予

防
接
種
、
健
康
回
復
を
図

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
ま
す
。

②
設
備
に
配
慮

赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お

年
寄
り
ま
で

、
市
民
の

方

す

べ
て

が

気
軽

に

利

用
で

き

る

よ

う

に

し

ま
し

た

。

車
い

す

の

方

で

も

楽
に

栄
養

実

習

室

が
利

用

で

き

る
よ

う

に

し

た

「
ケ

ア

・
キ
ッ
チ
ン
」
の
導
入
、
幼
児

が

親

し

め

る

よ

う

工

夫

し

た

「
歯

科

保

健

室
」
、
「
授

乳
室

」
の

設

置

な

ど

、
だ

れ

も

が
利

用

し

や

す

い

施

設
で

す

。

③
保
健
活
動
室
リ
ハ
ビ
リ
教

室
(
写

真
)
を

は

じ

め

、
さ

ま

ざ

ま

な
分

野
で

活

動
し
て

い
る

「
ヘ
ル
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
皆
さ
ん
の
活
動
拠
点
と
し
て

設
け
ま
し
た
。

④
機
能
訓
練
室
・
生
活
実
習
室

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
専

用
の
施
設
と
し
て
設
置
。
十
分

な
広
さ
と
各
種
備
品
を
設
置
、

充
実
さ
せ

ま
し
た
。

⑤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
部
門
(
松

戸
・
明
地
区
担
当
)

も
移
転

「
在
宅
ケ
ア
」
体
制
(
解
説
参

照
)

を
整
え
る
た
め
に
移
転
し

ま
す
。
保
健
婦
、
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
相
互
の
連
携

が
と
り
や
す
く
、
在
宅
療
養
者

へ
の
援
助
(

在
宅
ケ
ア
)

が
ス

ピ
ー
デ
ィ
で

、
質
の

高
い
も
の

に

な
る
こ

と
を
目
指
し
て

い
ま

す
。

⑥
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ
ー
に

よ

る

「
健
康
生
活
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ

ー
」
、
「
食
事
・
栄
養
チ
ェ
ツ
ワ

コ

ー
ナ
ー
」

二
階
ホ

ー
ル
に

設

置
。
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
健

康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

、
健
康

に

関
心
を
持
て
る
よ
う
工

夫
し

ま
し
た
。
検
診
の
待
ち
時
間
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

⑦
豊
富
な
資
料
・
器
材

健
康

に
関
す
る
学
習
の
た
め
に
そ
ろ

え
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
図
書

ビ
デ
オ
テ

ー
プ
、
1
6ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
用

意

し

た
視
聴
覚
室
も
設
置
し

ま
す

小
金
地
区
、
常
盤
平
地
区
に

も
保
健
セ
ン
タ
ー
を
準
備
中

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
に

基
づ
き
、
小
金
地
区
に
も
保
健

セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
北
小
金

駅
南
口
再
開
発
ビ
ル
の
中
に
開

設
さ
れ
る
も
の
で
、
1
2月
に
完

成
の
予
定
で
す
。
西
棟
の
一
階

と
三
階
の
一
部
を
使
用
し
、
約

一
千
平
方
㍍
の
広
さ
に
な
り
ま

す
。施

設
は
、
二
つ
の
健
康
相
談

室
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
に
も
使
え

る
検
診
室
兼
機
能
訓
練
室
、
食

生
活
講
座
な
ど
を
行
う
栄
養
実

習
室
の
ほ
か
、
母
子
保
健
室
、

歯
科
保
健
室
な
ど
で
す
。

今
後
、
常
盤
平
地
区
に
も
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
計

画
で
す
。

黯
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

完成間近な中央保健センター

市内3 ヵ所で行われているリ ハビリ 教室も、新しいセンターを中心に再 編成さ れます

中央保健センター内の主な施設

4 階 設備機械室など

3 階
事務室( 保健衛生課066-7482 、健康管理課

066-7485) 、消毒室、健康管理情報室など

2 階
検診室兼集団指導室、田子保健室、歯科保健室、

プレールーム、保健活動室など

1 階

健康相談室(2 ヵ所)、機能訓練室、生活実習訓

練室、栄養実習室、視聴覚室、小会議室、松戸

方面保健室、ホームヘルパー松戸分室など

地下1 階
健康記録保存室、レントゲンフィルム読影室、

大会議室、機械室など

※電話は4 月1 日 から使用できます。

施 設 の 概 要

構造…鉄筋コンクリート 造り

地下1 階, 地上4 階

敷地面積…2,001.93平方メートル

延べ床面積…3,832.06平方メート ル

新しいセンターに

期待しています

小
金
原

生

島

文

子

さ
ん

ヘ
ル
ス
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
健
康
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
新
し
い

セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
と
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な

活
動
が
で

き
そ
う
で
す
。
仲
間
の
人

だ
ち
と
の

連
携
も
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
設
備
も
い

ろ
い
ろ
整
っ
て
い
る
よ
う
で
、
い
い
で
す
ね
。

平
成
5
年
度

集
合
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

生
後
九
十
一
日
以

上
の
飼
い

犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と
予

防
注
射
が
必
要
で
す
。

費
用
一
頭
五
千
五
十
円
(
釣
り

銭
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
)

※
ふ
ん
用
の
シ
ャ
ベ
ル
・
袋
な

ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

頽
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係

午
前
中
が
雨
で
中
止
の
場
合
は
、
午
後
も
中
止
に
な
り
ま
す
。

跏洌4 回Q/4 ー佃洲4 廁9/4 附Ｓ/4 伽7/4 ㈲6/4 側5/4 日4/4 應2/4 日施実

北
仲
町
公
園
(
仲
井
町
一
丁
目
)

相
川
公
園
(
西
馬
橋
相
川
町
)

古
ヶ
崎
四
丁
目
こ
ど
も
の
遊
び
場

平
潟
公
園
(
松
戸
)

新
松
戸
南
公
園
(
新
松
戸
南
二
丁
目
)

栄
町
第
一
公
園
(
栄
町
六
丁
目
)

栄
町
西
三
丁
目
こ
ど
も
の
遊
び
場

小
金
原
公
園
(
小
金
原
六
丁
目
)

常
盤
平
金
ケ
作
公
園
(
常
盤
平
三
丁
目
)

六
実
支
所
(
六
高
台
三
丁
目
)

二

十

世

紀

公

園
(
二

十

世

紀

が

丘

梨

元

町
)

八
柱
霊
園

稔
台
第
七
こ
ど
も
の
遊
び
場

東

部
ス
ポ

ー
ツ

パ
ー

ク
正
門
(
高

塚
新
田
)

旧
国
立
療
養
所
松
戸
病
院
入
口
(
高
取
新
田
)

小
金
公
園
(
小
金
き
よ
し
ケ
丘
二
丁
目
)

新
松
戸
第
一
公
園
(
新
松
戸
一
丁
目
)

中
金
杉
公
園
(
中
金
杉
二
丁
目
)

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
(
小
金
原
一
丁
目
)

ひ
ば
り
公
園
(
小
金
原
九
丁
目
)

中
和
倉
公
園

ニ
三
ケ
丘
公
園
(
三
ケ
月
)

六
実
ふ
れ
あ
い
公
園
(
五
香
六
実
)

北
丘
第
二
公
園
(
五
香
六
実
)

松
飛
台
会
館

串
崎
公
園
(
串
崎
南
町
)

ハ
ケ
崎
子
安
神
社

干
駄
堀
集
会
所

常

盤

平
公

園
(
常

盤

平

衛

生

処

理

場

わ

き
)

か
ぶ
と
公
園
(
牧
の
原
二
丁
目
)

新
松
戸
中
央
公
国一
(新
松
戸
六
丁
目
)

花
之
台
公
爵
(
上
本
郷
)

穗
台
公
園

市
役
所

中
矢
切
香
取
神
社
(
矢
切
小
学
校
前
)

新
萩
公
園
(
三
矢
小
台
五
丁
目
)

南
部
小
学
校
(
小
山
)

旭
ヶ
丘
第
三
公
園
(
岩
瀬
)

実

施

会

場

午
後
2
時
3
0分
～
3
時

午
後
1
時
2
0分
~
1
時
5
0分

午
前
1
0時
3
0分
～
們
時
4
0分

午
前
9
時
1
0分
～
9
時
4
0分

午
後
1
時
3
0分
~
2
時
1
0分

午
前
1
1時
1
0分
Ｓ
爿
時
4
0分

午
前
1
0時
1
0分
Ｓ
1
0時
4
0分

午
後
4
時
1
0分
~
5
時
3
0分

午
後
1
時
5
0分
~
3
時
1
0分

午
前
1
0時
5
0分
～
午
後
0
眄
句
分

午
前
8
時
2
0分
～
9
時
匍
分

午
後
2
時
2
0分
～
3
時
2
0分

午
後
1
時
1
0分
～
1
時
4
0分

午
前
1
1時
~
1
1時
3
0分

午
前
1
0時
~
1
0時
3
0分

午
後
2
時
4
0分
～
3
時
4
0分

午
後
1
時
3
0分
Ｓ
2
時

午
前
1
0時
3
0分
～
們
時
4
0分

午
後
2
時
4
0分
~
3
時
1
0分

午
後
1
時
3
0分
~
2
時

午
前
1
0時
5
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
9
時
4
0分
Ｓ
1
0時
1
0分

午
後
2
時
3
0分
～
3
時

午
後
1
時
2
0分
～
1
時
5
0分

午
前
1
0時
2
0分
～
1
1時
4
0分

午
前
9
時
1
0分
~
9
時
4
0分

午
後
2
時
5
0分
~
3
時
5
0分

午
後
1
時
4
0分
S
2
時
1
0分

午
前
1
1時
2
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
1
0時
1
0分
~
1
0時
4
0分

午
後
4
時
~
5
時
3
0分

午
後
1
時
3
0分
～
3
時

午
前
1
0時
4
0分
～
正
午

午
前
8
時
1
0分
Ｓ
9
時
4
0分

午
後
2
時
2
0分
~
3
時
2
0分

午
後
1
時
1
0分
~
1
時
4
0分

午
前
1
0時
4
0分
～
1
1時
3
0分

午
前
9
時
4
0分
~
1
0時

時

間

* 雨で中止になった場合は下記の延期日に、延期日も中止になった場合には再延期日に、実施します。

4/27C火) 4/26(月) 4/25(日) 4/23 揃 4/22 困 4/21 團 4/20(火) 4/190月) 4/ 侭日) 4/16G0 延 期 日

5/18M 5/17(1月) 5/16(日) 5/14 咄 5/13 附 5/120O 5/11C火) 5/10(月) 5/9(1日) 5/7c 再延期日

教
育

委
員

会
会

議

を
開
催

3
月
2
6日

廊
午
後
1
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
教
育
長
室

瓢

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

昔
6
6
1
7
4
5
5
番



桜
色
の
春
を
感
じ
て
く
だ
さ
い

市
内
三
会
場
で
桜
ま
つ
り
を
開
催

松
戸
の
春
を
彩
る
桜
ま
つ
り
が
、
市
内
の
三
会
場
で
行
わ
れ

ま
す
。
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
桜
色
の
春
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り

日
時
・
:
4月
3
日
出
正
午

~
午
後
8
時
、
4
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
7
時

会
場
:
新
京
成
電
鉄
八
柱
駅

か
ら
五
香
駅
ま
で
の
間

内
容
=
・
各
種
パ
レ

ー
ド
な
ど

憇
と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
登
8
8
1
9
3
6
7

番

六
実
桜
ま
つ
り

日

時
・
:
4
月
1
0
日

出

∴
‥‥一
日

㈲

、

午

前
9

時

～

午

後
6

時

会
場
…
六
実
桜
通
り

内
容
…
音
楽
パ
レ
ー
ド
・
山

車
・
み
こ
し
行
列
な
ど

暴
(
実
連
合
町
会
・
石
#
S
8
7

-
2
0
2
6
番

八
柱
さ
く
ら
祭
り

日
時
・
:
4
月
3

日
出
〔
雨
天

の
場
合
は
4
日
聡
〕
午
前
1
0時

か
ら会

場
新
京
成
電
鉄
八
柱
駅

前
ロ
ー
タ
リ

ー
か
ら
棧
橋
ま
で

内
容
:
ク

ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
、

鼓
笛
隊
パ
レ

ー
ド
な
ど

黯
八
柱
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員

会
・
三
好
{一一
8
5
-
0
3
0
3
番

会場案内と

交通規制

※いずれの会場も、期間中の歩行者天

国内で交通規制を実施します。

※駐車場はありません。周辺一帯は駐

車禁止ですので、電車やバスでおい

でください。

※ごみは各自持ち帰ってください。

ときわ平桜まつり

六実桜まつり

八柱さくら祭

桜吹雪の中を、そぞろ歩いてみませんか

高等学校修学資金・奨学金

受け付けは4 月5 日から

経
済

的

な

理

由
で

子

供

を

高

等

学
校

等

に

就

学
さ

せ

る
こ

と

が

困
難

な

保

護

者
に

、
修

学

資

金

、

奨

学
金

を

給
付

し

ま

す

。

支

給
額
(
月

額
)
・
:
公

立
高

校

二

年
生
)
八

千

二
百

円

、
(
二

・

三

年

生
)

七

千
四

百

円

、
私

立

高

校

一
万

三

千

円
(
4

年
度

実

績

額
)

対

象
・
:
①
経

済

的
理

由
で

子

供

を

高

校
に

就

学

さ
せ

る
こ

と

が

困

難

な

保
護

者

②

保

護

者
が

引

き

続

き
一

年

以
上

市
内

に

居

住

し
て

い

る
こ

と

③

成

績

良
好

で

健

康

な
こ

と

④
学

校

教

育
法

に

よ

る

高

等

学
校

等
(

高

等

学

校

・

高

等

専
門

学

校

・

学

校
法

人

の

設

置
す

る

専

修

学

校

〔

高

等

課

程
〕
)に

在
学

し
て

い

る

こ

と

⑤
法

令
そ

の

他

に

よ

り

、
類

似
の

学

資

給
付

を

受

け
て

い

な

い

こ

と
申

請
=
・
4

月
5

日

側
~
3
0
日

脂
(

土

・

日

曜
日

・
祝

日

を

除

く
)
、午
前
8

時
3
0分
~

午
後
5

時
場
所
…

直
接
援
護
課
へ

申
請
に
必
要
な
も
の
・
:①
認

め
印

②
修
学
資
金
・
奨
学
金
交

付

申
請
書
と
家
庭
状
況
調
書
③

在
学
校
長
発
行
の
成
績
証
明

書

(
今
春
入
学
の

生
徒
は
、
出
身

中
学
校
長
発
行
の
も
の
)

④
在

学
校
長
ま
た
は
出
身
中
学
校
長

発
行
の
推
薦
書
⑤
在
学
証
明

書

ま
た
は
入
学
証
明
書

⑥
住
民
票

(
家
族
全
員
の

も
の
)
ま
た
は
外

国
人
登
録
済
証
明

書
⑦
平
成
4

年
分
の
源
泉
徴
収
票
と
最
新
の

給
与
支
払
明
細
書
(
自
営
業
者

は
5

年
度
の

申
告
書
の
控
え

。

い

ず
れ
も
家
族
の

中
で
所
得
の

あ
る
人
全
員
の
も
の
が
必
要
で

す
)

⑧
金
融
機
関
の
通
帳
の

表

面
の
コ

ピ
ー
(

串
請
者
名
義
の

口
座
)

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
、

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

申
請
書
類
は

、
援
護
課
、
市

民

課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

黯

援
護
課
援
護
係

千
葉
県
知
事
選
挙
の
結
果

市
内
投
票
率
は
二
五
・
六
七
%

去
る
3
月
1
4日
、
千
葉
県
知

事
選
挙
が
市
内
九
十
七
の
投
票

所
で
行
わ
れ
、
沼
田

武
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

市
内
の
選
挙
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

当
日
有
権
者
数

男
一
七
一
、七
〇
四
人

女
一
六
六
、七
五
九
人

計
三
三

八
、四
六
三
人

投
票

者
数

男

四
四
、
二
八
〇
人

女

四
二
、
六

二

天

計

八
六
、
八
九
三
人

投
票

率

男

二
五
・
七
九
%

女

二
五
・
五
五
%

平
均

二
五
・
六
七
%

候
補
者

別

得
票

数

当
選

沼

田

武
氏

五
二
、
〇
九
六
票

冗

三
四
、〇
三
一
票
)

池
ノ
谷

忠

敏
氏

二
七
、
三
三
四
票

三
一
二
、
六
三
〇
票
)

上

村

勉
氏

五
、
八
三
〇
票

(
六
七
、
五
二
二
票
)

※
(
)

は
県
全
体
の

得
票

数
。

蠢
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

あ
な
た
の
健
康

慢
性
疲
労
症
候
群

最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ

の

病
気
は
、
通
常
の
疲
労
な
ら

ば
二

～
三
日
休
め
ば
回
復
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
回
復
せ
ず
、
む

し
ろ
悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の

名
の
と
お
り
慢
性
的
で
極
端
な

疲
労
を
主
症
状
と
し
ま
す
。

患
者
は
十
六
・
七
歳
か
ら
現
れ
、

二
十
代
か
ら
四

十
代
前
半
に
か
け

て

最
も
多
く
、
い

く
ら
休
ん
で

も

疲
労
が
と
れ
ず
、
六
ヵ
月
か
ら
一

年
余
り
も
続
き
ま
す
。
特
に
ス
ト

レ
ス
の
多
い
社
会
で

確
実
に
増
え

つ
つ
あ
る
病
気
の
よ
う
で
す
。
ビ

ー
ル
ス
説
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ

ん
。

「
慢
性
疲
労
」
と
い
う

言
葉
の

軽
さ
に
比
べ
る
と
、
症
状
の
深
刻

さ
は
は
る
か
に
深
く
、
永
続
す
る

疲
労
の
た
め
退
職
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
り
、
主
婦
の

場
合
は
な

ま
け
病
の
レ
ッ
テ
ル

を
張
ら
れ
、

家
庭
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
起
こ

っ
て
い
る
ほ
ど
で

す
。

症

状

あ
る
日
突
然
に
強
い

疲
労
感
を

訴
え
、
月
に
数
日
は
社
会
生
活
や

労
働
が
で

き
な
い
よ
う
な
激
し
い

疲
労
で
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
り

続
く
と
同
時
に

、
再
発
を
繰
り
返

し
ま
す
。

そ
の
う
え
微
熱
や
首
の
リ
ン
パ

節
の

痛
み
、
咽
(
い
ん
)

頭
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
筋
力
の
低
下
、

頭

痛
、
睡
眠
障
害
、
精
神
神
経
症

状
〔
錯
乱
、
記
憶
喪
失
、
視
覚
障

害
、
集
中
力
低
下

、
鬱
(
う
つ
)

状
態
〕
な
ど
、
こ

れ
ら
の
症
状
が

八
つ
以
上
重
な
っ
て
原
因
不
明
の

ま
ま
六
ヵ
月
以

上
続
い
た
り
、
繰

り
返
し

発
症
し
た
り
す
る
場
合

は
、
慢
性
疲
労
症
候
群
の
可

能

性
が
高
い

と
さ
れ
て
い

ま
す
。

予

防

働
き
す
ぎ
で
ス
ト
レ
ス

を
た

め
な
い
よ
う
、
余
裕
の
あ
る
生

活
を
し
ま
し

ょ
う
。
真
面
目
で

融
通
が
き
か
な
い
、
い
つ

も
白

黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
が
る
、

そ
の
日
の
仕
事
を
や
り
残
し

た

く
な
い
、
趣
味
が
少
な
い
、
こ

ん
な

タ
イ
プ
の
人

が
こ
の
病
気

に
か
か
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

女
性

患
者
が
比
較
的
多
い
の

は
、
一
般
的
に
男
性
よ
り
真
面

目
な
性
格
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ

て
い

ま
す
。
逆
に

考
え

方
や
性

格
が
い
い
加
減
な
人
は

、
か
か

ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
効
果
的

な
予
防
法
と
し
て
、
余
裕
の
あ

る
生
活
を
お
く
る
こ

と
、
働
き

過
ぎ
な
い
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

一

日

の
ス

ト
レ

ス

は

家
庭

で
、
一
週
間
の
ス
ト
レ
ス
は

休

日
に
、
一
ヵ
月

ご
と
に
小
旅
行

を
し
た
り
一

年
に
一
回
大
き
な

旅
行
を
す
る
と
い
う
よ
う
に

、

そ
れ

ぞ
れ
の
レ

ベ
ル
で

上
手
に

発
散
す
る
こ
と

が
必
要
で

す
。

ま
た
好
き
な
運
動
で
ス
ト
レ
ス

解
消
す
る
の
も
良
い
で
し

ょ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
肉
親
の
死
や
、

人
生
の
岐
路
に

立
つ
こ
と
な
ど
、

大
き
な
環
境
の

変
化

が
起
こ

っ

て
も

、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ

と
の
で
き
る
強
さ
を

養
う
こ

と

も
、
予
防
法
の
一
つ
で
す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)



生きがい福祉事業団

会員を募集
あ
な
た
の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い

「
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
い
」
そ

ん
な
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
拠
松
戸
市
生
き
が
い
福
祉

事
業
団
で
は
、
お
年
寄
り
に
適
し
た
仕
事
を
確
保
し
、
お

年
寄
り
の
社
会
参
加
と
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

事
業
団
の
高
齢
者
部
門
の
会

員
は
現
在
約
千
人
ほ
ど
い
ま
す
。

得
意
な
職
種
ご
と
に
登
録
し

て
、
そ
の
経
験
や
希
望
に
応
じ

て
、
事
業
団
が
企
業
や
一
般
家

庭
か
ら
請
け
負
っ
た
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
人
な
ら
ば
、
だ
れ
で

も
会
員
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

対
象
…
お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
無
職
の
人

今
回
の
募
集
職
種
・
定
員
=・

①
市
内
各
駅
。
駐
輪
場
整
理
員

(
若
干

名
)
②
放
置
自
転
車
指
導

員
(
若
干
名
)
③
駐
車
場
管
理
人

(
若
干

名
)

蠢
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

登
8
4

-
3
1
9
1

番

違法駐車を する人に、駐輪場の正しい利用を指導。放置自 転車を移動し、警告書も張ります

もっとマナーを守って/

放置自転車指導員

古 畠 喜平さん

朝
の
早
い
仕
事
で
す
が
、
生

活
に
メ
リ
ハ

リ
が
つ
く
の
で
、

健
康
に
も
い
い
よ

う
に
思
い
ま

す
。と

き
ど
き
通
り
が
か
り
の
人

か
ら
「

お
か
げ
さ
ま
で
町
が
き

れ
い
で
す
ね
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
と
き
は
、
自
分
が
社
会
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

て
う
れ
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
自
転
車
を
放
置
す
る

マ

ナ
ー
の
悪
い
人
も
少
な
く
な

い
の
が
残
念
で
す
。

駐輪場整理員

石川 太郎さん
通路に自転車を置かないで

ここ(馬橋駅西口)には、5,000台の自転車が止められるん

だけれども、まだ空いてるところがいっぱいあるのに少し

でも駅に近いところに止めようと、通路にまで置いてしま

うんですよ。もう2 分早く家を出れば、そんなところに止

めないで済むと思うんですけどねえ。

まあ、元気なうちは楽しくやろうと思っております。

申し込みは…

顔写真と印鑑を持って、下記の各施設へ

明市民センタ ー 稔台市民センター

小金北市民センター 八柱市民センター

古ヶ 崎市民センタ ー 八ヶ 崎市民センタ ー

五香市民センタ ー 矢切老人 福祉センタ ー

新松戸市民センタ ー 東部老人 福祉センタ ー

東部市民センタ ー 常盤平老人福祉センター

二十世紀が丘市民センター 小金原老人福祉センター

馬橋市民センター 市役所ながいき課

馬橋東市民センター 生きがい 福祉事業団

松飛台市民センター

このほかにも、大工仕事、毛筆、筆耕、

守衛、倉庫番、一般経理・事務など、さま

ざまな職種があります。

庭
の
手
入
れ
・
除
草

ふ

す

ま

張

り

植 木 仕 事

再
生
自
転
車
修
理

こんな

職種もあります

監
査
結
果
の
公
表

平
成
4

年
度
の

定
期
監
査
及
び

随
時
監
査
(
工
事
監
査
)
結
果
の
概

要
を
次
の
と
お

り
公

表
し
ま
す
。

平

成
5

年
3

月
4

日

松

戸
市

監
査

委

員

加

藤

光

治

原

島

康

廣

渡
辺

昇

湯
浅

和

子

記

〔
定
期
監
査
〕

O
監
査
の
対
象
=

総
務
部
、
広
聴

部
、
市

議
会
事
務
局
、
福
祉
部
、

厚
生
部
、
企
画

部
、
保
健
衛
生

部
、
財
政
部

、
税

務
部
、
収
入

役
室
、
す
ぐ
や
る
課
、
秘
書
課
、

経
済
部
、
選
挙

管
理

委
員
会
事

務
局
、
農
業
委

員
会

事
務
局

○

監
査
対
象
事
項
=

配

当
予
算
の

執
行
状
況
、
委
託
料
の

事
務
処

理

状
況
、
財

産
・
備
品
の

維
持

管
理
状
況
(
共
通
事
項
)
、
寄
附

受
入

れ
の
事
務
処
理

状
況
(

総

務
部
庶
務
課
)
、
諸
手
当
等
の
認

定
及

び
支
給
状
況
(

人

事
課
)
、

研

修
計
画
及
び
実

施
状
況
(

事

務
管
理
課
)
、
工

事
検
査
の

実
施

及

び
結
果
の
状
況
(

工

事
検
査

室
)
、
防
災
の

総
括
的

事
務
の

状

況
(
防
災

課
)
、
市
民
セ
ン

タ
ー

の
利
用

状
況
、
財
政

援
助
に

係

る

事
務
処
理
状
況
(

地
域

振
興

課
)
、
市
民
相
談
の
状
況

と
市
政

に

関
す
る
要
望
事
項
の
処
理

状

況
（
市
民
相
談
室
)
、
広
報
活
動

の

状
況
(
広
報
課
)
、
各
種
手
当

等
の

給
付
・
貸
付
状
況
、

扶
助

費
の

支
出
状
況
、
委
託

事
業
の

実

施
状
況
(

な
が
い
き
課
・
殫

護

課
・
し

あ
わ
せ
課
・

福
祉

事

務

所
)
、
福
祉
施
設
の

管
理

運
営

状
況
、
(
な

が
い

き
課
・
し

あ
わ

せ
課
・

総
合
福
祉
会
館
・
養
護

老
人

ホ
ー
ム
)
、
国
民
年
金
印

紙

の
受
払
状
況
(

国

民
年
金
課
)
、

保
育
料
の
収
納

状
況
、
保
育
所

の

維

持

管
理

状
況
(

保
育

所

課
)
、
療

養
費
及

び
高
額
療

養
費

等
の
支
給

状
況

、
国
民
健
康
保

険
料
の
収
納

状
況
(

国
民
健

康

保
険
課
)
、
こ

ど
も
の
遊
び
場

等

の
設
置
及
び
管
理
状
況
(
こ
ど

も
課
)
、
五

か
年
計
画
の
進

捗
及

び
策
定
状
況
(
企
画
課
)
、
将

来

の

交
通
計
画
の

状
況
(

交
通
計

画
課
)
、
文
化

施
設
の
進
捗
状
況

(
文
化
会

館
開
設
室
)
、
財
政
的

援

助
に

係

る

事

務

処
理

状

況

(
保
健
衛
生
課
)
、
各
種
検
診

事

業
等
の
実
施
状
況
(

健
康
管
理

課
)
、
老
人
医
療

費
の
支
給
状
況

(
老
人

保
健
課
)
、
健
康
増
進
セ

ン

タ
ー
等
の
利
用

状
況
(

健
康

増
進
セ
ン
タ

ー
・
保
健
衛
生

課
・

北
山
会
館
)
、
日

常
生
活
用
具
貸

付
及

び
給

付

状

況
(

お

せ

わ

課
)
、
市
債
の
発
行
状
況
(
財
政

課
)
、
共
用
物
品
の

購
入
及
び
払

出
状
況
(

管
財
課
)
、
市
税
の
賦

課
・
調
定
及
び
収
納

状
況
(

税

制
課
・
市
民
税
課

・
資
産
税
調

査

課
・
資
産
税
課

税
課
・
収
納

課
)
、
市
収
入

証
紙
の

出
納
保

管

状
況

、
有
価
証

券
の

保
管
状
況

(
収
入

役
室
)
、
各
種
補
助
金
の

交

付
状
況
(
商
工

課
・
農
政
課
)
、

中
小

企
業
融
資
預
託
金
及

び
融

資
の

状
況
(
商
工

課
)
、
消
費
生

活
に

関
す
る
相
談
・
苦

情
の

処

理

状
況

、
計
量
器
定
期

検
査
の

実

施
状
況

、
公
設
卸
売
市

場
の

管
理

運

営

状

況
(

消

費

生
活

課
)
、
各
種
防
除

事
業
の

実
施
状

況

、
農
業
振
興
資
金
の

融
資
状

況
(

農
政
課
)

○
監
査
の

期
間
=

平
成
4

年
9

月

6
日
~

同
年
1
2月
2
5日

○

監

査

の

結

果
=

監

査
の

結

果

は

、
お

お
む
ね
適
切
と
認
め

ら

れ
た

。
な

お
、
次
の
事
項
に
つ

き
配

慮
さ
れ
た
い

。



住
所
が
変
わ
っ
た
ら早

め
に
届
け

出
を

お近く の支所・市民 課の窓口で手続きを

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
、
転
勤
や
入
学
・
卒
業

な
ど
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

引
つ
越
し
の
準
備
な
ど
に
追
わ
れ
て
、
住
民
異
動
の

手
続
き
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
だ
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
届

け
出
て

く
だ
さ
い

。

転

入

他
の
市
区
町

村
か
ら
松
戸
市

に
引
っ
越
し
て
き
た
と
き
の
届

け
出
で
す
。

必
ず
、
前
の

市
区
町
村
が
発

行
す
る
「
転
出
証
明
書
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

届
け
出
期
間
は

、
松
戸
市
に

住
ん
で
か
ら
十
四
日
以
内
で

す

(
引
っ
越
し

が
済
ん
で
い

な
い

と
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

そ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
年
金
手
帳
、

国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
人

で

、
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て

い
る
世
帯
に
転
入

す
る
人
は
、

こ
の
世
帯
の
被
保
険
者
証
も
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

転

出

松
戸
市
か
ら
ほ
か
の
市
区

町

村
に
引
っ
越
し

を
す
る
場
合
の

届
け
出
で

す
。

新
し
い
住
所
の

表
示
を
確
認

し
、
転
出
予
定
日
の

間
近
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い

。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て

い
る
場
合
は
被
保
険
者
証
、
印

鑑
登
録
を
し
て
い

る
場
合
は
登

録
証
(
カ

ー
ド
)
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

。
な
お
、
転
出
届
を
す
る
前
に

は
、
電
話
の
処
分
な
ど
を
済
ま

せ
て

お
き
ま
し

ょ
う
。
電
話
の

処
分
に
印
鑑
証
明
が
必
要
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

転

居

松
戸
市
内
で

住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
の
届
け
出
で
す
。

新
し
い
住
所
に

移
っ
て
か
ら

十
四
日
以
内
に

届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

転
居
す
る
人
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
も
お
持
ち
く
だ
さ

い
(

世
帯
の

一
部
だ
け
が
転
居

し
た
と
き
も
同
様
で
す
)
。

世

帯

変

更

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
り
、
世

帯
が
二
つ
に
分
か
れ
た
り
、
二

つ
の
世
帯
を
一
緒
に
し
た
と
き

に
も
、
十
四
日
以
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
住
所
異
動
の
手
続
き

と
同
じ
く
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は

、
被
保
険

者
証
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

以
上
の
届
け
出
は

、
本
人
ま

た
は
世
帯
主
、
も
し
く
は
そ
の

家
族
の
人
が
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
行
う
際
に
は
、
届

け
出
人
の
印
鑑
(
認
め
印
)
が
必

要
で

す
。

市
役
所
の
ほ

か
、
電
気
・
ガ

ス

・
水
道
・
電
話
な
ど
の
手
続

き
も
忘
れ

ず
に
。
郵
便
局
に
転

居
届
け
出
を
し
て

お
く
と
、
一

年
間
新
し
い
住

所
地
に

郵
便
物

が
転
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
住
所
異
動
に
伴

う
手
続
き
に
は
、
学
校
・
児
童

手
当
・
清
掃
(
く
み
と
り
)
・
老

人
保
健
・
国
民
年
金
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

雙
市
民
課
・
各
支
所

北小金駅南口地区

市街地再開発ビル

テナントを募集

平
成
5

年
度
中
に
オ

ー
プ
ン

す
る
、
北
小
金
駅
南
口
地
区
の

市
街
地
再
開
発
ビ
ル
の
テ
ナ
ン

ト

を
募
集
し
ま
す
・

。

申
込
書
の
配
布
場
所
住
宅
・

都
市
整
備
公
団
北
小
金
駅
前
再

開
発
事
務
所
(
0
4
5
-
9
2
1

6
番
)
、
松
戸
商
工
会
議
所
(

一`

6
4
-
3
1
1
1

番
)
、
市

役

所

商
工
課

匣
3

月
2
2日
囲
～
3
1日
困
の

午

前
1
0時
~

午
後
4

時
(
土
・
日

曜
日
は
除
く
)
、
直
接
都
市
再
開

発

㈱
(

渋
谷

区

代
々

木

昔
0
3

1
5
3
5
0
-
2
0
0
2

番
)

へ蠢
再
開
発
課
再
開
発
係

完
成
予
想
図

松

飛

台

婦

人

体

操

会

火

曜
日

午

前
1
0
時
工
1
1
1
1

一
時
3
0

分

会
場

松

飛

台

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

千

円
(

入

会

金

千

円
)

黯
田

辺
{一一
8
6
-
0
5
4
2

番

松

警

少

年

剣

友

会

木

曜
日

の

午

後
5

時
1
5
分

か

ら

と

土

曜
日

の

午

後
3

時
1
5
分

か
ら

会

場

松

戸

警

察
署

剣

道

場

対

象
小

学

二

年
生

以
上

費
用

月

二

千

円
(

入

会

金

二

千

円
)

蠢

松

本

登
6
6
-
0
0
1
9

番

馬

橋

東

ダ

ン

ス

同

好

会
(

初

級

・
中

級
)

月

曜

日

午

後
6

時
～
9

時

会
場

馬

橋

東

市

民
セ

ン

タ

ー

費
用

月

二

千
円
(
入

会

金

千
円
)

黯

菊

地

容
6
3
-
5
9
0
3

番

南
部

小
バ

ド
ミ

ン
ト
ン

ク
ラ

土
曜
日
午
後
7
時
～
9

時

会
場
南
部
小
体
育
館

費
用
月

千
円
(

入
会
金
な
し
)

黷

佐

藤

豊
6
7
-
1
8
5
1

番

(
午
後
7
時
以
降
)

ス
バ

ル
ハ

ヶ

崎
ダ

ン
ス

サ

ー

ク
ル火

曜
日

午
後
7
時
~
9

時

会
揚
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
五
百
円
(
入

会
金

千
円
)

蠢
川
田
昔
4
1
-
4
5
8
1
番

ち

び
っ

こ
柔

道

教
室

日

曜
日
の
午
前
1
0時
～
正
午

と
水
曜
日
の
午
後
5
時
3
0分
~
7

時
3
0分

会
場
松
戸
警
察
署
柔

道
場

対
象
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
生

費
用
月
二
千
円
(

保
険

料
年
二
千
円
)

頸
岡
部

一`
6
2
-
1
5
5
0
番

リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ

水

曜

日

①

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー
で

午

前
9

時
3
0
分
~
1
1
時

3
0分

②
常

盤
平

体

育
館
で

午

前

9
時

Λ
1
1
1
1

一
時
(

各
一

時

間
)

対

象
家

庭

婦
人

費

用

月

二

千

円
(

入

会

金

千
円
)

頽

山

本

音
6
3
-
6
9
2
3

番

箏

曲

サ

ー

ク

ル

木

曜

日

午

後
1

時
~
5

時

(
月

三

回
)

会
場

矢

切
公

民

館

費
用

月
四

千
円
(
入

会
金
三
千
円
)

黯

大

谷

音
6
6
-
1
3
6
0

番

フ

ラ

ワ

ー

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

(
社

交

ダ

ン

ス
)

金

曜

ま
た

は

日

曜
日

午

後
7

時

～
9

時

会

場

古

ヶ
崎

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

月

三

千

円

(
入

会

金
千

円
)

周
一
小

原

容
6
2
-
9
2
1
5

番

松
戸

話
し

方

友
の
会

第
二
・
第
四
金

曜
日
、
午
後

7
時
~
9

時

会
場
市
民
会
館

費
用
月
五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
小
林
{一一
8
6
-
3
7
1
0
番

少
年

硬
式

野
球

チ

ー
ム
(

松

戸
ポ
ニ
ー
リ
ー
グ

野
球
協

会
)

日
曜
日
・
祝
日
、
午
前
9
時

～
午
後
5

時

会
場
江
戸
川
河

川
敷
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象

①
小
学
二
年
上
(

年
生
②
中
学

生

費
用
小

学
校
低
学
年

言

千
円
)
~

中
学
生
(

月
三
千
五

百
円
)

ま
で

。
入
会
金
三
千
円

周一
松
村
登
6
5
-
7
8
6
5
番

松
戸
ク

ロ

ッ
キ

ー
の

会

金
曜
日
午

後
6
時
3
0分
~
9

時

会
場
市
民
会
館

費
用
月

三
千
五
百
円
(
入
会
金
五
千
円
)

頽
新
橋
登
6
3
-
6
8
2
7
番

松
戸
混

声
合

唱
団

金
曜
日

午
後
6

時
3
0分
~
9

時

会

場

市
民

会
館

音
楽

室

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
朝
倉
a
4
3
-
0
5
7
3
番

松
戸
太
極
拳
同
好
会

①
水
曜
日
午
後
7
時
~
9
時

②
土
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
①
運
動
公
園
武
道
館
②
常

盤
平
体
育
館

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
二
千

円
)

蠢
高
科
'一一
6
2
-
6
0
8
0番

ア
ッ
プ
ル

ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ク

ラ

ブ

金
曜
日

午
後
1
時
~
3

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
費

用
月
二
千
円

｀
(入
会
金
千
円
)

黯
福
岡
登
4
5卜
0
9
2
0

番

手

編
み

並
木

の
会

①
水
曜
日
は
婦
人
会
館
・
稔

台
市
民
セ
ン
タ
ー
②
木
曜
日
は

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
、
と
も

に
午
前
9

時
3
0分
~
正

午

費

用
月
三
千
六
百
円
(
入
会
金
三

千
円
)

蠢
吉
岡
{
‘
8
4
-
3
7
1
8
番

松

戸
民

謡
サ

ー
ク

ル

日

曜
日
午
後
6

時
3
0分
~
8

時
3
0分

会
場

矢
切
公
民
館

費
用

月
二
千
円
(
入
会
金
な
し
)

黯

武
井
昔
6
1
-
1
0
9
5
番

松
戸
(

ン

グ
ル

会

水
曜
日
午

後
7
時
~
9

時

会
場
勤
労
会
館

費
用
月
四
千

円
(

入
会
金
な
し
)

憇
小
松
容
6
7
-
6
7
7
9
番

松

戸
合

気
道

ク

ラ
ブ

武
産

会

①
火
・
土

曜
日
②
木
曜
日
、
午

後
7

時
～
9

時

会
場
①
常
盤

平
体
育
館

②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
体
育
室

対
象
小
学
生
以
上

費
用

小
学
生
=

月
千
円

、
一
般

=
月
三
千
円
(
入

会
金
三
千
円
)

黯
小
田
登
8
5
1
4
8
5
7
番

大

正
琴
サ

ー

ク

ル

ー
ユ

ー
カ

リ

の
会

木
曜
日
午
後
1

時
~
5

時

会
場

新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

月
三
千
円
(

入
会
金
二
千

円
)

蠢
田
辺
昔
4
5
-
0
6
3
2
番

サ
ー
ク
ル

元
気
に
練
習
に
励
み
ま
す

○
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
適
正
な

課
税
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
努

力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
(
市

民
税
課
・
資
産
税
課
税
課
)
。

○
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
適
正
な

課
税
客
体
の
把
握
及
び
評
価
に

つ
い
て
、
今
後
と
も
努
力
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
(
資
産
税
調

査
課
)
。

○
収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
料
す
る
が
、
今
後
も
よ
り
い
い

層
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る

(
収
納
課
)
。

〔
随
時
監
査
(
工
事
監
査
)
〕

O
監
査
対
象
工
事
＝
（
仮
称
)
松
戸

市
文
化
会
館
新
築
工
事
(
本
体

工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
機
械

設
備
工
事
)

O
監
査
対
象
事
項
=
設
計
基
準
の

状
況
、

設
計
図
書
等
の
適
否

、

設
計
見

積
の

適
否
、
施
工
計
画

の
状
況

、
工

事
の
施
工
状
況

、

各
種
検
査
の

状
況

○
監
査
の

期
日
=

平
成
4

年
一
1
1月

1
1日

○
監
査
の
結
果
=

設
計
・
施
工

等

監
査
対

象
事
項
に

係
わ
る
監
査

結
果
は

、
お
お

む
ね
適
切
で

あ

り
、
建

築
工

事
、
電
気
設
備
工

事
及
び
機
械

設
備
工

事
と
も

特

に
指
摘
す

べ
き

事
項

は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た

。

※
本
工

事
監
査
は

、
工

事
の
技
術

的
観
点
に
主
眼
を

置
い
て

い
る

た
め
、
社
団
法
人

・
日
本
技
術

土
会
に
専
門
技

術
士
の

派
遣
を

依
頼
し
て

、
設
計
図

書
等
の
審

査
及
び
現
場
の
実

地
調
査
を
行

っ
た
。

床
下
薬
剤
散
布

ノ
ミ
や
ダ
ニ

を
防
ぐ
た
め
、

床
下
薬
剤
散
布
を
6

月
2
8日
ま

で
の
予
定
で

行
い
ま
す
(
日

程

は
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
)
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り
、
薬
剤
を
通
風
囗
か
ら

散
布
し
ま
す
の
で
、
通
風
口
の

周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

暦
生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
全
日
程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

3
0圀

2
8團

刀
‘関

2
6側

2
3廁

2
2附

爿一
伽

2
0関

詔
回

1
6廁

巧
困

1
4團

1
3㈲

認
側

9
廁

8
附

7
團

6
図

5
側

2
喞

4
/
1

困

期

日

中
矢
切
・
下
矢
切
栄
町
・
(
下
矢
切
日
松
会
)

柿
ノ
木
台

下
矢
切
第

丁

第
二
・
第
三

栗
山
第

丁

第
二
・
下
矢
切
若
葉
町
・
上
矢
切
第
一

金
ヶ
作
・
金
ケ
作
佐
野
・
(
金
ケ
作
門
前
)

金
ヶ
作

常
盤
平
一
丁
目
・
常
盤
平
西
窪
町

常
盤
平
三
丁
目
・
五
丁
目
・
六
丁
目

常
盤
平
二
丁
目
・
常
盤
平
双
葉
町
・
(
さ
く
ら
)

常
盤
平
四
丁
目
・
常
盤
平
陣
屋
前

常
盤
平
七
丁
目
・
常
盤
平
柳
町

干
駄
堀

干
駄
堀
新
山
・
千
駄
堀
八
景
台
・
千
駄
堀
来
葉

日
暮

日
暮
七
丁
目
・
五
香
新
町

牧
の
原
一
丁
目
一
二
丁
目
・
か
ぶ
と
山
・
(
セ
キ
ス
ィ
ハ

ウ
ス
)

牧
の
原
東
・
五
香
西
町
・
(
大
同
西
)

松
飛
台
(
産
業
道
路
西
側
)
・
五
香
北
丘
・
第
二
・
香
北
・
大
同
団
地

松
飛
台
(
産
業
道
路
東
側
)

泉
ヶ
丘

串
崎
新
田
第
一
・
串
崎
南
・
(
串
崎
新
田
第
二
)

散
布
町
会
・
自
治
会

※
(
)

内
は
午
後
に
実
施



ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

コ ー ス 時 間 定員 費 用 申し込み

土曜コース

午前10時

~正午
20人

14,000円

(一括納入)

3/27(1)午前10時
から金ヶ作公園コ
ートで

日曜コース
3/28 日)午前10時
から金ヶ作公園コ
ートで

火曜ナイタ

ーコース
午後7時

~9 時
40人

15,000円

(一括納入)

3/23C火)午後7時
から常盤平市民セ
ンターで

期
間
4

月
~
1
2月
の
八
ヵ
月

(
8
月
を
除
く
)
会
場
金
ヶ

作
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
卜
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者

熈
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

・
木
瀬
四
4
2
-
0
8
0
3
番

六
高
台

な

ぎ
な

た
教
室

4
月
4

日
~
5

月
2
日
の

毎

週
日

曜
日
(
全
五
回
)
、
午
前
1
0

時
~
正
午

会
場
ク
リ
ー
ン

セ

ン
タ
ー
体
育
室

対

象
小
学
生

以
上
の
初
心
者
二
十
人

費
用

ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
八
百
円

※
な
ぎ
な
た
は
お
貸
し
し
ま
す
。

匣
3

月
3
1日
困
ま
で

に
、
電
話

で
竹
山
・
1
8
4
1
6
8
2
6番
ヘ

ソ

フ
ト
テ

ニ

ス
春
季

ク
ラ

ブ

対
抗4

月
2
9日
㈲
午
前
8
時
3
0分

受
け
付
け
、
午
前
9
時
開
始

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対

象
連
盟
の

加
盟
ク
ラ
ブ
、
三
組

一
チ
ー
ム
(
一
般
市
民
も
チ
ー

ム
と
し
て
参
加
可
)

種
目
男

・
女
ラ
ン

ク
別

費
用
一
チ
ー

ム
六
千
円

惠
4

月
9
日
窗
ま
で
に
、
指
定

の
振
込
用
紙
で

黯
松
戸
市
ソ
フ
ト
言
一
ス
連
盟
・

小
倉
四
4
5
-
0
8
9
9
番

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

イ

ン
デ

ィ
ア

カ
教

室

4
月
6

日
~
5

月
1
1一日
の
毎

週
火
曜
日
(
5
月
4
日

を
除
く
)

午
前
1
1
時
~
午
後
1
時
会
場

運
動
公
園
体
育
館

対

象
市
内

在
住
の
家
庭
婦
人

三
十
人

費

用
無
料

ソ

フ
ト

バ

レ
ー

ボ
ー

ル
教
室

4
月
2
4日
~
7

月
1
0日

の
毎

週
土
曜
日

、
午
後
7
時
~
9

時

会
場
運
動
公

園
体
育
館

対
象

小
学
六

年
生
以
上
四
十
人

費

用
無
料

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

教

室

4
月
4

日
~
5

月
1
6
日

の

毎

週
日

曜

日
(
全

七

回
)
、

午

前
9

時
1
1

時

会

場

常

盤
平

体
育

館

対

象

市
内

の

小

学

生
四

十

人

費

用

無
料

女

性

健

康

体

操

教

室

4

月
1
9一
日
~
7

月
1
2
日

の

毎

週

月

曜
日
(

第
四

月

曜
日

と
5

月
2
4
日

を

除
く
)
、
午

前
9

時
～

1
1
時
会
場
小
金
原
体
育
館

対

象
市

内

在

住
の

家

庭

婦
人

三

十

人

費

用

無
料

匣

い

ず

れ

も

、
3

月
2
2
日

㈲
か

ら

、

電

話

ま
た

は

直

接
ス

ポ

ー

ツ

課
(

運

動
公

園
内
)
{
1
6
3
1

(
j
り乙
4
1

番

へ

手
作

り

の
竹

と
ん

ぼ
を
飛

ば

そ
う3

月
2
8日
㈲
午
後
1
時
~
5

時

会
場
矢
切
公
民
館

対
象

小
学
四

年
生
以
上
三
十
人
(

応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
費
用

無
料

持
ち
物
切
り
出
し
ナ
イ

フ
、
き
り

講
師
光
畑
卓
三
氏

匣
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
矢
切
公
民
館
(

四
6
8
1
1
2

1
4

番
)
工
作
教
室
へ

春
休

み

天
文

教
室

3
月
2
7日
出
午
後
5

時
～
8

時

会
場
市
民
会
館

対
象
市

内
小
学
校
四
年
生
以
上

・
先
着

八
十
人
(
小
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
)

費
用
無
料

講
師
松

戸
天
文
同
好
会
会
長
・
小

林
昭

彦
氏
持
ち
物
は
さ
み
・
力
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ

ー
ホ
チ
キ
ス
・
古

新
聞
(
朝
刊
一
日
分
)

惠
3

月
2
4日
㈲
午
前
1
0時
か
ら

電
話
で

市
民
会
館
・
1
6
8
-
1
2

3
7

番
へ

催
し

物
若

い

女

性

の

た

め

の

生

活

講

習

4

月
2
4
日

～
1
2
月
1
1一
日

の

第

二

・

第
四

土

曜

日
(
全
十

五

回

午

後
3

時
~
6

時

会

場
婦

人

会

館

内

容

料

理

・

洗
濯

・

整

理

・

経

済
・

工

芸

費
用

二
万

二

千

円
(

食

事

代

含
む
)

黷

松

戸
友

の

会

・

藤
井

四
6
3
-

7
6
2
2

番

家

事

を

楽

し

く

4
月
2
0
日

～
7

月
6

日

の

毎

週

火

曜
日
(
全

十

一
回
)
、

午

前

1
0
時
～
正

午

会

場

婦

人

会
館

内

容

毎
日

の

食

事

・
洗

濯

・

整

理

収
納

・

掃

除

・

家
庭

経

済

・

整
理

箱

作

り

費
用
一
万
円
(
材

料

費

含
む
)

黯

松

戸

友

の
会

・
藤

井

四
6
3
-

7
6
2
2

番

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会4
月
2

日
～
3
0
日

の

毎
週

金

曜

日

、

午

前
1
0
時

工
1
1
1時
3
0
分

会

場
矢

切

公

民

館

費
用

千

五

百

円
黷
フ

ォ
ー

ク

ダ
ン

ス

に

ん

じ

ん

の

会

・
横

山

き
6
2
-
8
0
0
6

番ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会3
月
2
7
日

出

午
後
1

時
3
0
分

～
3

時
3
0
分

会
場

青

少

年

会

館
樋

野

日

分

館

費
用

無

料

対

象

高
校

生
以

上

・

先

着
二

十

人
(

三
十

歳

未

満

の

青
少

年

を

優

先
)

持
ち

物

運

動

着

・
上

履

き

匣

電

話
で

青

少

年

会

館

｀
4
4
-

8
5
5
6

番

へ

ス
ポ
ー
ツ

※タイトルが色刷りの ものは、

市主催の催し物です。

チャンネル

人口と世帯(3 月1日現在)

〇人 口462,212 人(+52)

男235,216 人(+19)

女226,996 人(+33)

○世 帯169, 〔〕71(-25)

囗
は
前
月
比

春

季
市

民

ソ
フ
ト

テ

ニ
ス

大

会

4
月
1
8日
㈲
午
前
8

時
3
0分

受
け
付
け
、
午
前
9
時
開
始

会
場
栗
ヶ
沢
公

園
庭
球
場

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク
ラ

ブ
・
在
学
者

種
目
男
・
女
、

A
・
B

・
.
C・
D
ラ
ン
ク
別

費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

匣
4

月
2
日

窗
ま
で
に
、
指
定

の
振
込
用
紙
で

蠢
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
・

小
倉
{一一
4
5
-
0
8
9
9
番

山

ス
キ

ー
教
室

4
月
1
0日
出
午
後
1
0時
伊

勢

丹
松
戸
店
前
集
合
ご
H
日
㈲
午

後
一
H
時
帰
着

揚
所
会
津
駒
ヶ

旻

福
島
県
)

費
用
一
万
二
千

円

定
員
先
着
二
十
人

茴
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
四

6
2
-
I
Qり
0
0
番

初

心

者

カ

ヌ

ー

講

習

会

4
月
1
0
日

出

・
1
1一
日

旧

・
1
7

日

出

・
1
8
日

旧

・
2
4
日

出

・
2
5

日

㈲
の

う

ち

の

三
日

間
(

希

望

す

る
日
)
、
土

曜
日

は

午
後
1

時

~
3

時
、

日

曜
日

は

午
前
1
0
時

~
正

午

会

場
江

戸
川
(

松

戸

三

郷

有
料

道

路
下
)

対

象
十

歳
以

上

で

、

多

少
泳

げ
る

健

康

な
人

・

先

着
四

十

人

費

用
八

千
円
(

三
日

間
の

保

険

料

を

含

む
)

圉
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所

・

電

話

番
号

・
希

望

す

る

日

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千

駄

堀

一
七

二

四

鹿

野

方

松

戸

市

カ

ヌ

ー

協
会
(

・
1
4
4
j
0
7

5
1

番
)

へ

音

楽

の

広

場
(
合

唱

講

座
)

3
月
3
0
日

㈹

午

後
1

時
3
0
分

～
3

時
3
0
分

会

場
市

民

劇
場

費

用
テ

キ
ス

ト

代
二

千

七

百
円

固

社
会

教
育

課

市
民

文

化

係

四

6
6
-
7
4
(
n
)
n
乙
番

春

の

音

楽

会
-

ひ

び

け

歌

声

4
月
2

日

倒

午

後
2

時

開
演

会
場

常
盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

三

百

円

内

容
こ

ど

も
の

た
め

の

合

唱

組

曲
「
チ

コ

タ
ン

」

ほ

か

蠢

加

藤

｀
8
4
-
6
0
7
9

番

春

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

3
月
3
0
日

㈹
午

前
1
0
時
~

正

午
と

午

後
2

時
～
4

時

会

場

市

民

会

館

内

容

ト

ン

デ
ケ

マ

ン
「
ド
ラ

ゴ
ン

ク
エ
ス

ト
伝

説
」
、

ド
ラ

え

も
ん

、
ラ

ム

ネ
4
0
「
迷

っ
て

迷

っ
て

ホ
ラ

ミ

ッ

ド
」

対

象

小

・

中

学
生

と

保
護

者

定

員

各

回
先

着

千

二
百

人

費

用

無

料

翹
一
こ

ど

も
課

育

成

係

3
月
2
3日
㈲
は

世
界
気
象
デ
ー

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ
ン

ジ
特

別
講

座
4
月
4
日
面
午
前
1
0時
~

午

後
1

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ

ン

タ
ー

内
容
ス

キ
ニ

ー
ア
レ

ン
ジ
の
贈
り
も
の

費
用
二
千

円黯
フ

ロ
ー
ラ
ル

ー
ア

ー
ト
花
の

友
の
会
・
阿
部
四
4
7
-
8
9
3

9
番

実

践

倫
理

宏
正
会

「
婦
人

の

つ
ど

い
」

4
月
2
日

窗
午
前
1
0時
工
1
1

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

内

容
社
会
生
活

・
家
庭
生
活
に
お

け

る
倫
理
の

必
要
性

費
用
無

料彗

咼
野
四
6
3
-
0
3
7
3
番

の

ぞ
み

学
園

作
品

展
示

即
売

会
3
月
2
3日
㈹
~
2
5日
困
午
前

9
時
~

午
後
4
時
3
0分
〔
2
5日

宋
は
午
後
4
時
ま
で

〕

会
場

市
役
所
本
館
新
館
連
絡
通
路

内
容
縫
製
・
陶
芸
・
木
彫
り
な

ど
約
千
点

黷
の

ぞ
み
学
園

｀
6
8
-
1
6
5

5
番

春風に誘われて

江戸川堤

いいとこ

みつ

けた江 戸川 の始 まり は 、関 宿先 の五

霞(ご か) 村 で、利 根川 と分 か れる

所。 南に 向 かっ て流 れ、東 京 湾に

注い でい ま す。

流 域面 積215.3km2 ・長 さ64.3km 、

1 都3 県を 流 れる 大河 です 。

市 の西 部を 縦に 流 れる 江 戸川 は、

市 域 の水 がめと し てだけ で なく 、

水辺 や流 域の 緑は 市民 の大 切な 憩

い の 場と なっ てい ま す。

今 の季 節、 暖かさ とと も に土 手

のツクシやタンボポが、春の到来

を 私 たち に告 げて い ます。

晴 れた日 に江戸 川堤 を歩 け ば、

し あ わせ 気分 にな れる かも … 。

※昨年4 月から掲枝してきました

「いいとこ見つけた」は、今回を

もって終了させていただきます。

ご愛読ありがとうございました。

毎
朝
一
時
間
く
ら
い
、
二
人
で
土

手
を
散
歩
し
ま
す
。

空
気
が
き
れ
い
で
、
景
色
も
良
い

の
で
、
散
歩
に
は
最
高
で

す
よ
。

私
(
勇
さ
ん
)
は
、
釣
り
も
好
き
な

ん
で
、
江
戸
川
の
そ
ば
に
住
ん
で
い

て
本
当
に
し
あ
わ
せ
で
す
。

古ヶ崎赤沢勇さん

栄子さえ



ご参加ください 情報お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
3

月
3
1日
圉
ま
で
に
援
護
課
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

証
書
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
に
は
、
4
月
期
以
降
の
手
当

が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

蠢
援
護
課
援
護
係

市
内
の
灯
油
・

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
調
査
結
果

灯油18l当たり

調査月 種 別 ガソリン
スタンド

燃 料 店 市内平均 前年同月比

平成4

年11月

店頭渡し 925円 859円 894円 1.4% ↑

配 達 1,073円 935円 993円 4汨% ↑

平成5

年1 月

店頭渡し 911円 853円 885円 1.0% ↓

配 達 1,076円 914円 986円 0.796↓

ガソリン1l当たり

※職員調査。価格はすべて消費税を

含む。
消費生活課消費生活係

調査月 平均価格 前回調査比

平成4

年11月
124円 3.396↑

平成5

年1 月
124円 変わらず

広
報
ま
つ
ど

5
0周
年
記
念
特

集
号
を

4
月
1
日
南
に

発
行
し
ま
す
。

花屋の店先は春の花がいっぱい

消
費

税
の

確
定

申

告
は

お
済

み
で

す

か

個
人

事
業

者
の
平
成
4

年
分

の
消
費
税
の
確
定
申
告
・
納
税

は
、
3

月
3
1日
圉
ま
で
で
す
。

消
費
税
の

確
定
申
告
が
必

要

な
人
①
基
準
期
間
(

平
成
2
年

1
月
1
日
~
1
2
月
3
1日
)

の
課

税
売
上

高
が
三
千
万

円
を
超
え

る
事
業
者
。
課
税
売
上

高
と
は

事
業
等
の
収
入
の
合
計
額
か
ら
、

土
地
の
譲
渡
代
金
・
地
代
収
入
・

商
品
券
等
の
販
売
代
金
・
受
取

利
息
・
医
師
の
社
会
保
険
診
療

収
入
な
ど
の

非
課
税
と
な
る
収

入
を
差
し
引
い
た
も
の
で
す

。

②
基
準
期
間
の
課
税
売
上

高
が

三
千
万
円
以
下
で
、
平
成
3

年

1
2
月
3
1
日
ま
で
に
消
費
税
課
税

事
業
者
選
択
届
出
書
を
所
轄
の

税
務
署
に
提
出
し
、
課
税
事
業

者
に
な
る
こ
と

を
選
択
し

た
事

業
者
。

蠢
税
務
相
談
室
豊
6
7
-
5
4
1

6
番
、
松
戸
税
務
署
・
1
6
3
1
1

1
7
1

番

県

の
融

資
利

率

を
引

き
下

げ

中
小
企
業
振
興
資
金
・
・
・
平
均

〇
・
二
九
%

の
引
き
下
げ

小
規
模
企
業
共
済
融
資
資
金

・
:四
・
五
%
に
引
き
下
げ

黷
商
工

課
振
興
係

松
戸

駅

市
民

ギ

ャ
ラ
リ

ー
利

用

受

け
付

け
と
説

明
会

4
月
5
日

㈲
午

後
6
時
3
0分

か
ら
(
時
間
厳
守
)

会
場
京
葉

ガ
ス
F

松
戸

ビ
ル
教
育
委
員
会

六
階
会
議
室

持
ち
物
筆
記
用

具
・
印
鑑

※
7
月
か
ら
9
月
末
ま
で
の
展

示
の
利
用

を
受
け
付
け
ま
す
。

空
き
が
あ
る
場
合
は
、
3
月

3
1日

か
ら
社
会
教
育
課
で

電
話
受
け
付
け

を
し
ま
す
。

周一
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係

酋

6
6
1
7
4
(
h
)
ら乙
番

4
月
1

日

か
ら

老

人
医
療

の

一
部

負

担
金

が
変

わ
り
ま

す

老
人
保
健
法
の

一
部
改
正
に

よ
り
、
保
険
医
療
機
関
等
で
医

療
を
受
け
る
人
は
、
4
月
1
日

か
ら
一
部
負
担
金
が
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す

る
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

場
合
吊

長
が
認
定
)
の
一
部

負
担
金
の
額
は
、
現
行
ど
お

り
一
日
に
つ
き
三
百
円
(
二

ヵ
月
を
限
度
。
そ
の

後
は
無

料
)
で
す

。

蠢
老
人
保
健
課

入

院

一

日

外

来

一

月

七

百

円

千

円

保
健
衛
生

麻
し

ん

予
防

接
種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
で

、
問
診
票

を

持
っ
て

い
な
い
人

申
し
込
ま

な
く
て
よ
い
人
平
成
4

年
2
月

―
日
~
3

月
3
1日

生
ま
れ
の
人

に
は
、
4

月
上
旬
に
直
接
問
診

票
を
送
り
ま
す
(
3

月
1

日
以

降
に
住
民
登
録
を
し
た
人
は
、

必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
)
。

M
M
R
(

麻
し

ん
・
お
た
ふ

く

か

ぜ
・
風
し

ん
)
・
お
た
ふ

く

か

ぜ
予

防
接

種
(
希
望

接

種
)

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
~

七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
M
M
R
=

麻
し
ん
未
接
種

者
で

、
M
M
R

の
接
種
を
希
望

し

、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い

人
。
お
た
ふ
く
か
ぜ
＝
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で

、

お
た
ふ
く
か

ぜ
の
単
独
接
種
を

希
望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て

い

な
い
人

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に

か
か
っ
た

こ
と
の
あ

る
人
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
は
、
M
M
R

の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

黷

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

ハガキ申込要領

募
集
し
ま
す

総

務
庁

青

少
年
国

際

交
流

事

業
の
参

加
青

年

を
募

集

選
考
試
験
4
月
2
8日
團

対

象
十
八
歳
～
三
十
歳
の
人
行

き
先
ト
ン
ガ
ーチ
リ
・
韓
国
ほ
か

費
用
十
万
円
～
二
十
四
万
円
程

度

募
集
期
限
4
月
7

日
㈹

薦
県
社
会
部
青
少
年
女
性
課

酋

0
4
3
-
2
2
3
1
2
3
9
6

番

パ

ー
ト

看
護

婦
募

集

資
格
看
護
婦
資
格
を
持
つ
(
准

看
護
婦
は
除
く
)
五
十
歳
代
く

ら
い
ま
で
の
人

仕
事
内
容

各

種
検
診
や
訪
問
看
護

賎
健
康
管
理
課
業
務
係

青
年

海
外

協

力
隊
春

期
募

集

説
明

会

4
月
1
9日
囲
午
後
6
時
3
0分

～
8

時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

対
象
二
十
歳
~

三
十
九
歳
の
日

本
国
籍
を
持
つ
心
身
と
も
に
健

康
な
人

圜
国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

{
1
0
3
-
3
3
5
9
-
8
2
8
1

番養
護

学
校

介

助
職
員

募
集

募
集
職
種
児
童
・

生
徒
の
ス

ク
ー
ル

バ
ス
乗
降
お
よ
び
学
習

介
助
・
一
人

資
格
三
上
(
歳

ま
で
の
大
型
免
許
所
有
者
ま
た

は
取
得
見
込
み
の
人

受
け
付

け
3
月
2
4日
團
ま
で

懇一
県
立
松
戸
つ

く
し

養
護
学
校

一`
8
5
-
1
6
3
2
番

日

本

脳
炎
予

防
接

種

日

本
脳
炎
予
防
接
種
を
左
の

日

程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

基
礎

免
疫
と
し
て
、
初
回
接
種

二
回

、
追
加
接
種
(
翌
年
)
一
回

基
礎

免
疫
終
了

後
四
年
に
一
回

学
校

示

学
三

年
、
中
学
一
年
)

で

追
加
免
疫
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
三
歳
以

上
十
六
歳
未
満
の
基
礎
免
疫
ま

た
は

追
加
免
疫
を
終
え
て
い

な

い
人
で
、
問

診
票
(

以
前
の
問

診
票

も
含
む
)

を
持
っ
て
い
な

い
人

申
し
込
ま
な
く
て
よ
い

人
平
成
元
年
4

月
2
日
~
2

年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
に
は
、

初
回
接
種
二
回
分
、
昭
和
6
3年

4
月
2
日
～
平
成
元

年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
人
に
は
、
追
加
接

種
一

回
分
の
問
診
票
を
そ
れ
ぞ

れ
3
月
下
旬
に
送
り
ま
す
(
3

月
1
日
以
降
に
住
民
登
録
を
し

た
人

は
、
必
ず
申
し
込
ん
で

く

だ
さ
い
)
。

暦

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

「
家
具
」
◆
籐
製
姿
見
二
千

円
◆
三
面
鏡
無
料
◆

応
接
テ

ー
ブ
ル
一
万
円
◆
食
堂
用
い

す
四
脚
一
万
円
◆
学
習
机
無

料
◆
机
一
万
円

◆
和
・
洋
だ

ん
す
セ
ッ
ト
一
万
円

【
電
気
製
品
】
◆
食
品
保
温

バ
ス
ケ
ッ
卜
二
千
円
◆
和
式

電
灯
か
さ
二
個
無
料
◆
電
気

ス
ト
ー
ブ
三
千
円
◆
二
槽
式

洗
濯
機
無
料
◆
窓
用

エ
ア
コ

ン
一
万
円

【
子
供
用
品
】
◆
二
人
用
ブ

ラ
ン
コ
二
千
円
◆

ベ
ビ
ー
カ

ー
シ
ー
ト
無
料
◆
ベ
ビ
ー
ラ

ッ
ク
無
料
◆
B
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
四
千
円
◆
食
堂
い
す
無
料

【
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
】

◆

女

性

用

ス

キ

ー
板

一
七

〇

c
m
初
心
者
向
き
と
ス
ト
ッ
ク

無

料
◆

エ

レ

ク

ト

ー
ン

無

料

◆

ピ
ア

ノ

無

料

「
日

用

雑

貨
」

◆

ケ

ー
ス

入

り

五
月

人
形
「
塩

汲

み

」
無
料

◆
ケ
ー
ス
入
り
五
月
人
形
「
浅

妻

」

無
料

◆

ケ

ー
ス

入

り
五

月
人

形
「
馬

」
無

料

◆
ケ

ー
ス

入

り

五
月

人

形
「

道
上

寺

」
無

料

◆

ケ

ー
ス

入
り

五

月

人
形

「
兜

」
無

料
◆

油

絵
二

十

号

額

縁
無
料
◆
英
検
五
級
カ
セ
ッ

ト

ブ

ッ

ク
ハ

百

円
◆

子

供

用

英
会
話
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
五

百

円
◆

中

一

用

英
会

話

カ

セ

ッ
卜
四
巻
五
千
円
◆
革
製
学

生

か

ば
ん
(

黒
)

無
料

惠
3

月
2
5
日

困

〔
当

日

消
印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(

品
物
一
点
に
つ

き
一
人
一
枚
)
・
価
格
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
(

昼

間
の

連
絡
先
)
を
記
入
し
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課

消
費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
で

す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人

は
、

3
月
2
4日
團
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
回
は
4
月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま

で
で

す
。
衣
料
品
・
食
料
品

・
自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

日 程 表

会 場 名 日 程 時間

中 央 保 健 セ ンタ ー
4/19R)4/3膾 5/12團5/24R6/200

午
後
1
時15
分
S
2
時
30
分

6/140)7/1膾 7/2800犬
五 香 市 民 セ ンタ ー 4/12(04/22附 6/28(0)7/9R 7/2個
松飛台 市民 セン ター 4/1伽 4/23c6/1C火)6/1佃 6/22㈲
小金北 市民セン ター 4/16R4/2胆 6/1(刈6/10W6/22W
東 部 市民 セン タ ー 4/13W4/22PR7/2R 7/12(3)7/23R
馬橇東市民センタ ー 4/13W4/21007/2807/13W7/23R
健 康 増 進セ ン タ ー 4/1詛 4/2韶 7/5C月)7/1邨 7/2明

常盤平 市民センタ ー
4/16R4/27W5/6附 5/171月) 5/27'困

6/8W 7/6W 7/16R犬
明 市 民 セ ン タ ー 4/16R4/2肺 6/3000フ/9缶7/2跏
古ヶ崎市民センター 4/12(1 月)

4/21006/21(3)7/1附7/13W
稔 台 市民 セン タ ー 4/15哨 4/2 朗) 6/25圀7/6W37/15内

小金原 市民センタ ー
4/2欧 4/3膾 6/4ffl6/16006/25R

7/8困フ/1氈 犬

新松戸市民センタ ー
4/15困 4/2 朗) 5/6困5/1肬 5/27'困

6/8CW7/7007/ 似月)犬
小 金 市民 セ ン タ ー 4/1904/2800

7/5(1 月)

7/1欽フ/22困
馬 橋 市 民 セ ン タ ー 4/20W4/3膾 5/13附5/25W6/4(S
六実市民センター別館 4/15W4/27 吠) 6/2!*)6/15W7/8困
二十世紀が丘市民センター 4/14溂4/2380フ/6W7/15W7/2氈

緊急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後8 時~午後11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……a65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

市 役 所 ・支 所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



21世紀の情報化都市をめざして
シンポジウムを開催

夢と未来に輝く情報空間ネットワークを築こうと、2

月24日市民劇場で、「21世紀の情報化都市をめざして」と

題したシンポジウムガ開かれました。

これは、ニユーメディアを活用し、快適な地域社会を

つくろうと郵政省が進めている「テレトピア構想」のモ

デル地域に、昨年9 月に松戸市が指定されたのを記念し

て行われたもの。

郵政省テレトピア推進室長の望月達史さんが「地域情

報化と地域振興」について基調講演した後、大学教授、

作家など6 人のパネリスト、コーディネーターが参加し

てパネルディスカッションで意見交換。

また、OATV 、データ通信などのネットワークを利

用した「松戸テレトピフフ計画」の説明もありました。

ヒレンジャク

ぶどう色の体 頭には冠羽

黄色の腹部 尾の先は赤

全長17cm

翼開長29cm

見られる場所 木の実のある所

シベリア南東部で繁殖する冬鳥ですが、関

東では春先にだけ姿を見せ、数も少ない。

市内では、3 年ほど続けて4 月上旬こ10羽

ほどの群れが八柱霊園に立ち寄り、供えてあ

るリンゴを食べていました。一昨年は3 月前

半に数多く渡来し、残っていたピラカンサや

ヤツデの実に集まる群れがあちこちで見られ

ました。

昨年はその反動か一羽も来なかったので、

今年は逆に、冠羽を立てた姿が見られるので

はないかと期待されます。
松戸の
野 鳥

県体育功労者が決定/

松戸市では9 人が受賞

スポーツ振興に功績のあつた人

や団体に贈られる今年度の県体育

功労者が決まりました。

地方体育振興功労者、社会体育

優良団体、優秀スポーツ選手の3

部門で、県内の71人17団体が受賞

し、松戸市からは9 人の優秀スポ

ーツ選手が選ばれました。

○町野聡さん(1 中) 陸上1,500m

@ 湯浅照江さん(5 中) 陸上走り幅跳 び

@ 熊谷直人さん(東海大) 陸上200m

O 有馬義裕さん(東海大浦安高) 陸上200m

②川崎由紀子さん(新松戸北中)フ ィギュアスケ ート

○相吉学さん(市立船橋高校)フィギュアスケ, 卜

@ 井上怜奈さん(渋谷幕張高校)フィギュアスケート

○小 山朋昭さん(日大) フィギュアスケート

e 斉藤広宣さん(松戸市役所) ソフトテニス

今
ま
で
が
ん
ば
つ
て
き
た
こ
と
を
評

価
し
て
も
ら
え
た
の
だ
と
思
う
と
、
と

て

も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

気
分
を
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

新松戸北中学校3年

川崎 由紀子さん

自
分
が
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

今
年
は
記
録
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
、
全

国
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。第5中学校2年

湯浅 照江さん

陸
上
部
の
先
生
か
ら
知
ら
せ
を
受
け

て
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
う
れ
し
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
、
自
分
の
記
録

を
一
秒
で

も
縮
め
て
い
き
た
い
。

第1中学校2年

町野 聡さん

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮っ た写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し 上げます。

榔広報課

ま
つ
ど
文

学
散
歩

夏

目

漱

石

『

彼

岸

過

迄

』

此

日

彼

等
は

兩

國
か

ら

汽

車
に

乘

つ
て

鴻
の

臺

の

下

迄

行
っ

て

降

り

た

。
夫

か

ら

美
く

し

く

廣
い

河

に

沿
っ

て

土
堤

の

上

を

の

そ
/
V

ヽ
歩
い

た

。
敬

太

郎
は

久
し

振

に

晴

々
し

た

好
い

気
分

に

な
っ

て

、
水

だ

の

岡
だ

の

帆

懸

船
だ

の

を

見

廻
し

た

。
須

永

も
景
色
丈
は
賞
め
た
が
、
ま
だ
斯
ん
な
吹

き

晴
ら

し

の

土

堤
な

ど

を

歩

く

季

節
ぢ

や

な
い

と

云

っ
て

、

寒
い

の

に

伴

れ
出

し

た

敬

太
郎

を

恨

ん

だ

。
早

く

歩

け

ば
暖

た

か

く

な
る

と

主

張
し

た
敬

太

郎

は

さ
っ

さ

と

歩

き
始

め

た

。
須

永
は

呆

れ

た

様
な

顔
を

し

て

跟

い

て

来

た

。
二

人

は

柴

又
の

帝

釋

天

の

傍
迄

来
て

、
川

甚

と

い

ふ

家
へ

這

入

っ

て

飯
を
食

っ
た
。
其
所
で

誂
ら
え
た

鰒
の

蒲

焼

が

甘

垂

る

く

て

食

へ

な

い

と

云

っ

て

、
須

永

は

又

苦
い

顔
を

し

た

。

先
刻

か

ら

二
人

の

気

分

か

熟
し

な

い
の

で

、
し

ん

み

り
し

た

話

を

す

る

餘
地

が

出
て

来
な

い

の

を
苦

し

が
つ

て

ゐ

た

敬

太

郎
は

、
此

時

須

永
に
「
江

戸

つ

子
は

贅
澤

な

も

の
だ

ね

。

細

君
を

貰

う

と

き
に

も
左

う

贅

澤
を

云

ふ

か

ね
」

と

聞

い

た

。

(
夏

目

漱
石

『
彼

岸

過

迄
』
)

夏

目

漱
石

『
彼

岸
過

迄

』

は

、
明

治

四

十

五

年

一
月

か

ら

四
月

ま

で

新

聞

連
載

さ

れ

大
正

元

年

に

発

行
さ

れ

て
い

ま

す

。

漱
石

が
新

聞

連

載
に

先

立

ち

「
か

ね

て

か

ら

自

分

は

個

々

の

短

編

を

重

ね

た

末

に

、
そ

の

個

々

の

短

編

が
相

合
し

て

一
長

編

を

構

成
す

る

や

う
に

仕

組

ん

だ

ら

、
新当時の風情を残 す矢切の渡し

聞
小
説
と
し
て
存
外
面
白
く
讀
ま
れ
は
し

な
い
た
ら
う
か
と
い
ふ
意
見
を
持
し
て

ゐ

た
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に

、
七
編
の

短

編
か
ら
な
り
、
前
出
の

場
面
は
、『
須
永
の

話
』
に
入
っ
て
い
ま
す
。
七
編
の
短
編
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
い
て

、
そ
れ
を
敬

太
郎
と
い
う
青
年
が
継
い
で
い
く
形
を
と

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
面
で
は

、
市
川
の

国
府
台
か
ら

江
戸
川
の
河
原
を
歩
き
、
柴
又
へ
抜
け
て

い

ま
す
。
そ
の

名
は
、
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん

が
、
矢
切
の
渡
し
を
当
然
渡
っ
た
に
違

い

あ
り
ま
せ

ん
。

『
野
菊
の
墓
』
の
伊
藤
左
千
夫
も
し
ば

し

ば
こ
の
コ

ー
ス
を
歩
い
て

お
り
、
当
時

か
ら
東
京
近
郊
の
代
表
的
な
散
策
コ

ー
ス

の

一
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
回
で
、
平
成
元
年
4

月
2
0日
号
か
ら

連
載
を
始
め
た
『
ま
つ
ど
文
学
散
歩
』・
を

終
了
し
ま
す
。

掲
載
さ
れ
た
作
品
の
ほ
か
に
も

、
松
戸

に
関
す
る
作
家
・
作
品
が
あ
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

圃
市
内
在
住
(
在
住
し
て
い

た
)
作
家

・
読
売
女
性
ヒ
ュ

ー
マ
ン

ー
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ

ー
大
賞
優
秀
賞
、『
か
ん
こ
ろ
も
ち

の
島
で
』
の

柴
田
亮
子

・
文
芸
評
論
の

重
鎮
・
故
磯
田

光
一

・
市
内
の
元
小
学
校
校
長
で
、
数
多
く
の
児

童
文
学
作
品
を
書
き
続
け
て
い
る
鈴
木

喜
代
春

■
松
戸

が
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
作
品

・
歴
史
書
『
鎌
倉
大
草
紙
』

・
本
田
靖
春
『
警
察
回
り
』

・
為
永
春
水
『
春
色
恵
の
花
』

・
そ
の

他
徳
川
昭
武
に

関
す
る
も
の
な
ど

『
ま
つ

ど
文
学
散
歩
』
の
原
本
で

あ
る

『
松
戸
の
文
学
散
歩
』

第
一
集
~

第
四
集

は
、
本
館
・
各
分
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

図
書
館
で
は

、「
ま
つ

ど
文
学
散
歩
」
の

切
り
抜
き
総
集
編
と
、『
松
戸
の

文
学
散
歩

』

第
五
集
を
制
作
中
で

す
。
4
月
6

日
か
ら
、

図
書
館
本
館
、
各
分
館
、
み
ど
り
号
で

希

望
者
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

(
市
立
図
書
館
)
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